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３学期始業式において，各学年の代表生徒の皆さんに挨拶をしてもらいました。冬休みの反省や抱負を生
かした３学期となることを願っています。

<校長講話を静かに聞く様子>

<校歌演奏をする吹奏楽部>

冬休みの反省と３学期の抱負
１年４組 五十嵐 聖兎

私の冬休み中の学習の取り組みとして，近所の塾の冬季講習会に参加し，２回のテストを受けることが
出来ました。また，自主的に苦手な数学の難しい問題も解いてみました。これは，今後も続けたいと思い
ます。
冬休みに入る前，私はインフルエンザＡ型にかかってしまいました。そこで改めて，健康管理に気をつ

けようと思いました。今，Ａ型だけでなく，Ｂ型や，ノロウイルスもはやっているそうなので，手洗い・
うがいなどをみんなでして，学級閉鎖・学年閉鎖になることのないようにしましょう。
３学期は，自分たちの１年のまとめはもちろん，自分以外のことにも気を配りたいです。３年生の卒業

式や，新１年生を迎える準備があるので，そこで２年生の動きを見て来年度の自分たちをより良くしたい
です。
今のクラスともあと約２ヶ月でお別れです。より有意義に過ごして，良い思い出をもっと作り，２年生

になったとき，良い後輩・先輩としていられるように頑張ります！！

冬休みの反省と３学期の抱負
２年４組 阪本 光貴

僕は，今回の冬休みは，夏休みよりも良かったとは思いますが，ま
だだめなことがありました。それは，宿題を終わらすのが遅かったし，
たまに不規則な生活を送っていたので，３学期から直していくように
生活したいです。冬休み中に，親戚の人とも会えました。みんな元気
にしていて，良かったです。
３学期は，自分の目標を明確にして，勉強や部活動で，目標を達成

できるように，頑張っていきたいです。３学期は，２学期よりも短い
けど，学ぶことがより多くなるようにしっかりと頑張っていきたいと
思います。３学期を３年生につなげられるように，生活面や学習面な
どで，とても良いものにしたいです。

冬休みの反省と３学期の抱負
３年４組 小林 信長

中学校生活最後の冬休みは，ほぼ全て勉強に費やしました。塾の冬
季講習では，３年間の復習，家庭学習では，学年末テストに向けての
勉強に取り組みました。とても充実した冬休みになりました。
受験まで約１ヶ月しかないので，悔いが残らないようにこれからも

毎日，勉強に取り組んでいきたいと思います。

次のステージへ

３学期は，次の年度の０学期と言われます。ということは，次年度に向
けて，しっかりとした準備を行う必要があります。
学校では，次のような内容について学級指導を行っています。各ご家庭

におかれましても，お子様に一言アドバイスをいただければ幸いです。

① 言いたいことは，口で言おう！
態度や LINE などでは，気持ちが伝わらないものです。「伝わった」「伝わったはず」は，勘違い，すれ違いのも

とです。

② お互いに声を掛け合おう。人を笑顔にさせよう！
同じクラスにいながら，「しゃべったことのない人がいる」という状況のまま，クラス替えや卒業は寂しすぎます。

ちょっとした一言，二言の会話が笑顔を生み出します。

③ あいさつは，相手に顔を向けて！
「あいさつした」のと，「あいさつしたつもり」は違います。返事があってこそ，あいさつです。



保護者の皆様にご提出いただきました学校評価アンケートの結果を報告させていただきます。生徒によるアンケートの

結果と併せて記載いたしましたので，ご一読ください。

また，学校評議員の皆様からも本校の生徒の様子や教育活動に対するご意見をいただきました。ご意見や評価をもとに，

来年度へ向けてより一層教育活動を充実させて参りたいと考えております。

今後とも，保護者の皆様のご支援とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

※評価の見方 ５：あてはまる ４：ややあてはまる ３：ややあてはまらない ２：あてはまらない １：わからない

保護者アンケート結果 生徒アンケート結果

No. 評 価 項 目 No. 評 価 項 目

１ 教育目標や指導方針等の伝達 １ 授業の予習・復習

２ 安心して生活できる施設や設備の整備 ２ 始業前の授業準備

３ 緊急事態の適切な対応 ３ 授業への集中力

４ ＨＰ，学級通信等による情報公開 ４ ノートの取り方

５ 保護者との連携 ５ 授業中の質問

６ 特色のある教育活動 ６ 宿題等の期限内提出

７ いじめや暴力のない学校づくり ７ テストでの不正解の復習

８ 子どもが活躍できる行事の実施 ８ 学校行事の楽しさ

９ 子どもの成長の適切な評価の工夫 ９ 委員会，係等への積極的参加

10 特別支援教育の積極的な推進 10 きまりの遵守

11 わかりやすい授業 11 自分の気持ちの周囲への伝達

12 教師の子ども理解 12 周囲への思いやり

13 生活全般における適切な指導 13 明るいあいさつ

14 子どもとのふれあいの重視 14 自分の課題への努力

15 家庭へのきめ細かな連絡 15 授業のわかりやすさ

16 子どもの学校への楽しみ度 16 教師の声の聞きやすさ

17 子どもの学校行事への意欲度 17 教師の板書の見やすさ

18 授業の楽しさ・わかりやすさ 18 授業の進度

19 子どものあいさつや言葉遣い 19 質問に対する教師の対応

20 子どもの規範意識 20 教師の授業への熱意

21 授業への満足度

22 教師が生徒と一緒に活動

23 教師の生徒の気持ち理解
保護者アンケート結果から

⑴ 評価項目に関して
本校の教育活動に対し，多くの方から肯定的
なご意見をいただきました。特に，「４ ＨＰ，
学級通信等による情報公開」，「８ 子どもが活
躍できる行事の実施」について，８割を超える
肯定的な評価をいただいております。
このような結果を励みとしながら，子どもに

とって一層有意義な教育活動となるよう努めて
参ります。

⑵ 今後に向けて
評価の中でやや低い項目として，「18 授業

の楽しさ・わかりやすさ」，「19 子どものあい
さつや言葉遣い」，「20 子どもの規範意識」に
ついては，より質の高い授業づくり，規範意識
の醸成・ルールやマナーを遵守する心を育てら
れるよう努めて参ります。

生徒アンケート結果から

23項目中14項目で，全体の８割を超える
肯定的な意見がありました。特に，「４ ノ
ートの取り方」，「８ 学校行事の楽しさ」，
「16 教師の声の聞きやすさ」，「17 教師
の板書の見やすさ」，「22 教師が生徒と一
緒に活動」については９割を超えていまし
た。しかし，「５ 授業中の質問」，「７ テ
ストでの不正解の復習」という項目では，
やや低い数値となっていました。
生徒にとってわかりやすい授業，生徒が

意欲的に取り組むことのできる環境づくり
をさらに進めて参ります。
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